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に
第
三
者
割
当
増
資
お
よ
び

融
資
に
よ
っ
て
約
15
億
円
の

資
金
調
達
を
実
施
し
、
日
本

で
の
事
業
展
開
を
加
速
さ
せ

て
お
り
、
経
団
連
が
推
進
す

る
Ａ
Ｉ
活
用
戦
略
に
基
づ
く

社
会
・
産
業
・
企
業
の
Ａ
Ｉ

―
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
化
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
社
で
は
、
企
業
が
保
有

す
る
デ
ー
タ
の
約
８
割
は
非

構
造
化
デ
ー
タ
と
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
企

業
の
Ｄ
Ｘ
化
が
進
ま
な
い
課

題
の
一
つ
に
「
非
構
造
化
デ

ー
タ
」
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
こ
の
課
題
を
解
決
し
、
業

務
効
率
化
と
生
産
性
向
上
を

支
援
す
る
た
め
、
１
０
０
人

以
上
在
籍
す
る
優
秀
な
Ａ
Ｉ

リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
、
各
業
界

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
精
通
し
た
メ

ン
バ
ー
が
Ａ
Ｉ
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
構
築
か
ら
シ
ス
テ
ム
開
発

ま
で
一
気
通
貫
で
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
「
デ
ジ
タ
イ

ズ
」
「
構
造
化
」
「
ア
ン
ダ

ー
ス
タ
ン
ド
」
を
リ
サ
ー
チ

ピ
ラ
ー
に
し
た
独
自
の
Ａ
Ｉ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
蓄
積

し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
み

合
わ
せ
た
Ａ
Ｉ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
提
供
し
て
い
る

Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
は
、
「
フ
ラ

ッ
ク
ス
・
ス
キ
ャ
ナ
ー
」

「
ロ
ッ
サ
・
ボ
イ
ス
」
「
オ

ー
ロ
ラ
・
ク
リ
ッ
パ
ー
」
の

三
つ
。
「
フ
ラ
ッ
ク
ス
・
ス

キ
ャ
ナ
ー
」
は
、
請
求
書
の

よ
う
に
取
引
先
ご
と
に
レ
イ

ア
ウ
ト
が
異
な
り
、
取
得
項

目
の
場
所
が
無
数
に
変
わ
る

よ
う
な
非
定
型
帳
票
の
場
合

で
も
、
各
項
目
の
特
徴
を
学

習
さ
せ
る
こ
と
で
、
事
前
の

帳
票
定
義
な
し
で
対
象
項
目

を
自
動
読
み
取
り
す
る
。
自

然
言
語
処
理
技
術
を
応
用
す

る
こ
と
で
、
書
類
な
ど
の
中

か
ら
重
要
論
点
抽
出
や
帳
票

の
分
類
な
ど
も
可
能
だ
。

　「
ロ
ッ
サ
・
ボ
イ
ス
」

は
、
個
社
個
別
に
特
化
し
て

学
習
さ
せ
る
こ
と
で
、
専
門

用
語
を
含
め
て
高
精
度
に
認

識
す
る
。
自
然
言
語
処
理
技

術
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

後
続
業
務
も
カ
バ
ー
で
き

る
。

　「
オ
ー
ロ
ラ
・
ク
リ
ッ
パ

ー
」
は
、
情
報
の
抽
出
や
テ

キ
ス
ト
の
分
類
、
レ
コ
メ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
ノ
ウ
ハ

ウ
が
必
要
な
業
務
で
も
Ａ
Ｉ

が
学
習
す
る
こ
と
で
文
書
の

意
味
を
理
解
し
、
必
要
な
情

報
を
提
供
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス

は
多
く
の
国
内
保
険
会
社
が

導
入
し
て
お
り
、
「
フ
ラ
ッ

ク
ス
・
ス
キ
ャ
ナ
ー
」
は
第

一
生
命
が
導
入
し
て
い
る
。

Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
大
き
な
課
題
は
高

い
精
度
が
求
め
ら
れ
る
点
だ

が
、
「
フ
ラ
ッ
ク
ス
・
ス
キ

ャ
ナ
ー
」
は
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ

を
用
い
た
確
信
度
に
よ
る
制

御
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
第

一
生
命
で
は
、
他
ベ
ン
ダ
ー

の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
と
組
み
合
わ
せ
、

全
体
で
定
型
・
非
定
型
帳
票

に
お
い
て
９
割
を
超
え
る
読

み
取
り
精
度
を
実
現
。
第
一

生
命
は
今
後
も
導
入
範
囲
を

拡
大
す
る
こ
と
で
、
年
間
約

３
０
０
万
件
の
手
続
き
に
お

け
る
目
視
で
の
書
類
点
検

や
、
記
載
内
容
の
入
力
業
務

な
ど
の
約
40
％
の
効
率
化
を

目
指
す
と
い
う
。

　
そ
の
他
、
「
ロ
ッ
サ
・
ボ

イ
ス
」
は
会
議
の
議
事
録
作

成
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務

の
効
率
化
、
「
オ
ー
ロ
ラ
・

ク
リ
ッ
パ
ー
」
は
保
険
商
品

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
契
約
書

類
、
就
業
規
則
な
ど
の
改
定

時
の
業
務
効
率
化
に
貢
献
し

て
い
る
。

　
平
野
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
保
険
業

界
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
重
要
な

局
面
に
な
っ
て
い
る
が
、
特

に
非
構
造
化
デ
ー
タ
が
多
い

業
界
の
た
め
、
単
純
に
修
正

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
実
行
す
る
の
で
は
な

く
、
理
想
的
な
状
態
は
何
か

を
考
え
な
が
ら
取
り
組
む
こ

と
が
変
革
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
」
と
述
べ
る
。

　
同
社
で
は
、
企
業
が
今
後

Ｄ
Ｘ
を
経
営
戦
略
と
し
て
取

り
組
む
上
で
は
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
イ
ン
ザ
ル
ー
プ
（
注
）
が

重
要
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
企
業
の
多
く
は

「
Ａ
Ｉ
＝
コ
ス
ト
削
減
」
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
現

状
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｉ

を
競
争
戦
略
と
し
て
捉
え
る

こ
と
も
必
要
だ
と
い
う
。
こ

う
し
た
状
況
を
見
据
え
て
同

社
で
は
、
Ａ
Ｉ
が
人
の
仕
事

を
代
替
す
る
の
で
は
な
く
、

人
と
Ａ
Ｉ
が
共
生
す
る
仕
組

み
の
提
供
と
、
そ
の
事
例
の

構
築
に
注
力
し
て
い
く
と
し

て
い
る
。

　（
注
）
Ａ
Ｉ
な
ど
に
よ
っ

て
自
動
化
が
進
ん
だ
機
械
や

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
一
部

の
判
断
や
制
御
に
あ
え
て
人

間
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
。

　
同
社
は
２
０
１
２
年
10

月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
創
業

し
、
13
年
１
月
に
ベ
ト
ナ
ム

・
ハ
ノ
イ
に
開
発
拠
点
を
立

ち
上
げ
、
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ

事
業
を
開
始
し
た
。
そ
の

後
、
16
年
１
月
に
Ａ
Ｉ
ラ
ボ

を
開
設
し
て
人
工
知
能
事
業

を
開
始
し
、
同
年
10
月
に
東

京
に
拠
点
を
設
け
た
。
19
年

Ａ
Ｉ
＝
競
争
戦
略
と
捉
え
る
こ
と
が
重
要

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
生
産
性
向
上
へ

非
定
型
帳
票
の
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
等
提
供
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Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
基
盤
の
概
要
（
第
一
生
命
の
事
例
）

　「
創
造
あ
ふ
れ
る
世
界
を
、
Ａ
Ｉ
と
共
に
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
㈱
シ
ナ
モ
ン
（
東
京
都
港
区
、

平
野
未
来
代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
、
Ａ
Ｉ
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
同
社
が
独
自
開
発
し
た
最
先
端
の
非
定
型
帳
票
対
応
の
Ａ
Ｉ

―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
「
Ｆ
ｌ
ａ
ｘ
　
Ｓ
ｃ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
（
フ
ラ
ッ
ク
ス
・
ス
キ
ャ
ナ
ー
）
」
や
音
声
認
識
Ａ
Ｉ
＋

自
然
言
語
処
理
「
Ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ａ
　
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
（
ロ
ッ
サ
・
ボ
イ
ス
）
」
、
文
章
を
理
解
す
る
Ａ
Ｉ

「
Ａ
ｕ
ｒ
ｏ
ｒ
ａ
　
Ｃ
ｌ
ｉ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
（
オ
ー
ロ
ラ
・
ク
リ
ッ
パ
ー
）
」
は
、
大
幅
な
業
務
効
率
化
と

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
と
し
て
業
界
・
業
種
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
導
入
し
て
お
り
、
多
く
の

保
険
会
社
も
導
入
し
て
い
る
。
「
Ａ
Ｉ
を
競
争
戦
略
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
語
る
平
野
Ｃ

Ｅ
Ｏ
に
、
同
社
の
強
み
や
今
後
の
展
望
な
ど
を
聞
い
た

平野ＣＥＯ


